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生物多様性分野におけるユースの
政策提言能力強化と
次世代ユース育成プログラムの実施

活動地域

関連する国際会議に
参加したユース 12 人 

SNSへの関連ポスト 30 回

今年度計画の達成度 70 ％

全体計画の達成度 60 ％
活動内容と成果
活動1では、関連する国際会議への参加12人
（OEWG4:3人、COP15:4人、ストックホルム＋50：1
人、シナジー会合：4人）と報告会（4回開催）を積極
的に実施した。また、国際会議関連のSNSポストを
20回投稿した。能力育成に関しては、政策提言の基
礎となる情報を学ぶためのセミナーを実施した（計7
回・延べ80人参加）。政策提言の根拠となるデータ収
集のためのインタビューを実施した（国内：計2件・
国外：計18人）。
活動2では、SNSへの投稿やYouTubeチャンネルへ
の動画投稿（動画作成）を10回実施した。課　題

① 日本ユースの政策提言能力の向上
② 次世代ユースの育成

目　標
日本人ユースの政策提言能力が強化され、生物多様
性分野にて主体的に活動を行うユースが増加し、人
と自然がより良い関係で共生できる社会の構築に寄
与する。
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COP15における各国ユースとのCOP15における各国ユースとの
協働サイドイベントの実施協働サイドイベントの実施

COP15に関する動画のCOP15に関する動画の
サムネイルサムネイル

今後も、知識のみならず、プロジェクト遂行力、国際的視点等を備えたユースを育
成することで、生物多様性に取り組むユースネットワークの拡大や、持続的かつ継
続的なユースによる活動を広げていく。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
主にCOP15では、本会議やサイドイ
ベントが同時並行していたため動向
を追いつつ普及啓発をするのに苦労
した。

■工夫した点
現地の派遣者での作業分担と日本国
内に残ったメンバーとの協力でうま
く作業を分配し、一人一人の負担を
減らした。

知識の提供・普及啓発

つづける助成

2年目
 日本全域


